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流体の存在とその流動が地震の発生の上で重要な位置を担う。比抵抗は地殻内流体の存在に非常に敏感なパラ

メータである。流体は大抵、低い比抵抗値として検出される。MT 探査は流体検出の強力なツールであり、地震探

査と違った地震発生域のイメージを示すことが出来る。それゆえ、比抵抗イメージは地震発生を理解する上での、

有益な情報を与える。最近の 2 次元 MT 解析の結果は、地震発生域近傍に低比抵抗体を検出している。また、震源

が高比抵抗体と低比抵抗体との境界域に集中している。 

近年、新しい AMT 計が野外観測で使用されるようになってきた。この AMT 計は従来のものとことなり、10000～

0.5Hz までの広い周波数帯域の時系列を高いサンプリングレートで取得することが出来る。このことは、詳細な比

抵抗イメージを取得すること容易にした。 

御岳周辺域は、活動的な微小地震発生域である。御岳周辺域では稠密地震観測など多くの分野の観測が行われ

ている。特に同位体比の研究で得られた白川観測点における異常な炭素同位体比の変化(Takahata et al., 2003)

は興味深い。この同位体比の変化を説明するには、地下深部からのマントル性物質の関与が必要である。また、

Kimata et al.(2005)は、白川観測点近傍で水準測量の結果から 3-6mm の隆起を検出している。 

AMT 観測は、同位体比異常が検出された白川観測点を中心とした 8カ所で実施した。観測は数時間、または一晩

の測定を行っている。リモート処理用の参照点を王滝村村内に設置して、リモート処理によるノイズ低減化をは

かった。その結果、全ての観測点で十分な質の見かけ比抵抗・位相データを取得することが出来た。 

TM モードのデータを用いて、2 次元インバージョンによる構造解析を行った。最も興味深い構造は、白川観測

点の直下 2-3km に検出された低比抵抗体である。この低比抵抗体は北側に傾斜していて深部へとのびている。また、

この低比抵抗体は Kimata et al.(2005)で推定された圧力源の位置と一致している。 

 


